
（別紙４）

～ 年　月　日

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ 令和8年3月30日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 年　月　日

（対象数） 0 （回答数） 0

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も、訪問支援のよさ等を保護者や学校等に伝えていく取

り組みを続ける。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

相談支援等の機会を通して周知を図る。

2

3

しいのみ学園での実践の積み重ねにより、様々な特性を持った

こどもたちへの支援理念や具体的な方法等を持っている。

相談支援を行う中で卒園児等の保護者から学校へのアドバイス

について相談を受けることがある。基本的に学校に見学や懇談

等を行うことで課題の多くは解決してしまうため訪問支援を希

望する対象児がほとんど無い。今後も、ニーズの開拓は必要と

思われる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問支援について周知を図る。 制度的に月に数回の支援となり保護者や保育所等からのニーズ

を拾い上げることが少ない。

令和8年3月30日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 年　月　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 年　月　日

○事業所名 しいのみ学園　（保育所等訪問支援）

○保護者評価実施期間 　　　年　月　日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


